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健診の事後指導の場における禁煙指導法の開発

有効性評価のためのパイロットスタディ

ナカガワ マサシ

中川 雅史
ナカムラ マサカズ

中村 正和
マスイ シズコ

増居志津子
キノシタ トモコ

木下 朋子
ヨコミゾ ミホ

横溝 美穂
オオシマ アキラ

大島 明

目的　地域や職域で広く行われている健診の事後指導の場で使用可能な禁煙指導法として，短時

間の個別指導とその後の電話によるフォローアップを組み合わせた指導法を開発し，大阪府

豊能郡能勢町の基本健康診査の結果説明会で，その効果と使い勝手について検討した。

方法　1993年度と1994年度の能勢町基本健康診査の受診者のうち，「要医療」または「要指導」

と判定され，結果説明会に呼び出され，来所した喫煙者を対象に禁煙指導を行った。

　禁煙指導は，喫煙評価質問票により無関心期，関心期，準備期に分け，その喫煙ステージ

に合わせて行った。指導内容は，呼気CO濃度測定やパソコンによる健康危険度評価の結

果を用い，喫煙の影響を実感してもらうとともに，禁煙セルフヘルプガイドを用いて具体的

な禁煙へのステップを説明した。

　指導の結果，禁煙開始日の設定ができた場合は，禁煙宣誓書にサインを交わすとともに，

禁煙の決心の強化と禁煙の実行・継続の指導のために，当日の指導担当者が電話によるフォ

ローアップを初回指導1週間後・禁煙開始日1週間後・1ヵ月後・3ヵ月後の計4回行っ

た。

　禁煙指導の効果は，結果説明会の8ヵ月後に電話により追跡調査を行った。

成績　禁煙成功率は，結果説明会の8ヵ月後の時点で19％であった。禁煙開始日の設定の有無別

に禁煙成功率を比較すると，設定者，非設定者それぞれ41％，9％であった。

　今回用いた禁煙指導の手順や教材・道具の使い勝手についても特に問題がなく，一人当た

りの指導時間は，15～20分であった。

結論　今回開発した指導法は，従来の方法と比べて遜色のない効果が得られ，使い勝手も特に問

題はなかった。今後，対照群をおいた厳密な効果判定を行うとともに，普及のための指導者

の養成のための講習会などを行う必要がある。
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